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本校は，千葉県の北部，柏市にある創立20周年

を迎えた比較的新しい全日制普通科の学校であ

る。本校の位置する場所は，「柏の葉地区」と呼

ばれ，東京大学柏キャンパス，千葉大学，東葛テ

クノプラザなどの最先端の教育・研究機関と，県

立柏の葉公園やこんぶくろ池などの自然とがよく

融合された街である。つくばエクスプレスの開通

によって，未来の情報発信基地「秋葉原」や21世

紀を志向する学園都市「つくば」と直結し，今後さ

らなる進化・発展が期待されている地区である。

本校は，平成19年４月に近隣の柏北高校と統合

し，さらに千葉県初の普通科の学びを基盤とした

情報理数学科が新設される。現在は，普通科と情

報理数科をあわせた，新しいタイプの進学を目指

した学校に生まれ変わる準備に取り組んでいると

ころである。

その取組の１つとして，学校の情報化を推進す

る手立てとして，NetCommons（http://ww

w.netcommons.org/）を導入することにした。

（1）NetCommonsとは

N e t C o m m o n sとは，C M S（C o n t e n t s

Management System） と LMS（ Learning

Management System）とグループウェアを統合

したコミュニティウェアである。NetCommonsに

よって簡単に構築できるサイトとして，次のよう

なものがあげられる。

・e-ラーニングサイト

・NPOやNGOのためのバーチャルオフィス

2．NetCommonsとは？

1．はじめに
・共同研究・学会活動のポータルサイト兼グルー

プウェア

・オフィス用グループウェア

・ソーシャルネットワークサービス

具体的には，

・小学校から大学院までの教育をサポートするた

めのe-ラーニングサイトの構築

・SOHOなど多様な働き方をする人を支援・統

括するためのグループウェアとしての導入

・NPOのポータルサイト兼バーチャルオフィス

・同窓会サイトとしての導入

などが考えられる。

（2）NetCommonsの特徴

NetCommonsには，外部配信向けのポータルサ

イトの機能（トップページ），個人のバーチャル

オフィスとしての機能（MyRoom），グループの

情報共有のための機能（GroupRoom）が１つの

システムの中で統合されている。

トップページは，メルマガの配信，お知らせの

掲示，広告などの機能を持たせることができる。

MyRoomでは，会員それぞれのネット上のオフ

ィスとして，ファイルを保存したり，予定表を管

理したり，非公開の日誌をつけたりすることがで

きる。

GroupRoomは，「授業」「共同研究」「委員会」

「ミーティング」「関心空間」などの目的で活用す

ることができる。

NetCommonsの操作は，メールに添付ファイル

をつけて配信する，というインターフェイスにあ

わせてある。管理者は，主要ブラウザで閲覧可能

な美しくデザインされたサイトを短時間で構築す
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ることができる。また，一般参加者でも短時間で

操作方法を習得できるようになっている。

従来から本校Webサイトは存在していたが，

その道に長けた教員がおらず，平成17年４月に私

が本校に着任したときは，更新もままならない状

態であった。しかし，このような状態になってい

る学校Webサイトを見かけることが結構多い。

一見すると，すばらしいデザインで，相当手の込

んだ仕掛けを組み込んだトップページである場合

でも，もう何日も何ヶ月も更新されていないとい

うものも少なくない。学校教育の情報を積極的に

発信し，開かれた学校の推進に効果を発揮するは

ずのWebサイトがなぜ，このような状態に陥っ

てしまうことが多いのだろうか。

その原因として次のようなことが考えられる。

まず，Webサイトの運営が組織的なものにな

っていないことがあげられる。ごく一部，場合に

よっては１人の教員で，毎日のようにWebサイ

トを更新していくことは，授業や部活動，会議な

どで１日追われることの多い教員にとっては，大

変なことである。立派なWebサイトを作成した

ところでモチベーションがピークになってしま

い，その更新まで手が回らなくなってしまうので

あろう。このあたりが「Webサイトはつくるこ

とよりも，継続させていくことが大変」であるこ

との所以である。

また，組織化されていなければ，Webサイト

を運営している教員が転勤してしまうと，それを

継承する教員がおらず，Webサイトの更新が停

止してしまうこともある。これも学校内の業務分

担の中で，「仕事に人を割りあてるのでなく，人

に仕事を割りあてている」ことの弊害であろう。

たしかに，Webサイトを構築したり，更新し

たりするためには，ある程度の専門的な知識や技

術が必要といえる。そのため，そういった知識の

ある人間にだけ負担を負わせた結果，その人がい

なくなった途端，Webサイトの運営が滞ること

になってしまう訳である。

3．導入

このような状態に陥らないためにも，Webサイ

トの運営には組織的な対応が大切ではあるが，そ

れでも日々のWebサイトの更新は大変な作業で

ある。誰もが容易に取り扱うことができる手立て

が求められていた。

そんな中，NetCommonsの存在を紹介され，説

明を伺うにつれ，NetCommonsがWebサイトの運

営・管理上の様々な問題を解決するのに最適なツ

ールであることを知った。NetCommonsの利点は，

次のようなことである。

①電子メールが使える程度の IT技術さえあれ

ば，情報を更新することができる。

②管理者のIDがなくても，ある範囲の権限が

あれば情報を更新することができる。

③特別なWebページ作成ソフト（ホームペー

ジ・ビルダー，FrontPageなど）や，文書

作成ソフト（Word，一太郎など）がなくて

も，Webページを作成することができる。

④HTML文書に関する知識（タグなどの知識）

がなくても，情報の編集や更新ができる。

⑤デザインの才能がなくても，魅力的でよく整

理された，見やすいWebサイトを構築する

ことができる。

⑥管理者や職員室の特定のコンピュータからだ

けでなく，学校内外を問わず，どこからでも

安全にWebサイトを更新することができる。

⑦現在のアクセス数や，誰がどこからアクセス

してきたかを把握することができる。

⑧Webサイト運営の業務分担を組織的かつ容

易に行うことでき，誰が更新したものかを管

理・把握することができる。

⑨悪意のあるアクセスを記録し，自動的に排除

することができる。

⑩拡張性が高く，IT技術の進歩や学校のITポリ

シーの変化に柔軟に対応することができる。

などがあげられる。このうち①～⑥は，Webサ

イトの運営を簡単かつ安全にした上で，Webサ

イトの情報更新の持続性を高めるために重要な利

点である。また，⑦～⑨は，Webサイト運営の

セキュリティを高め，安全管理の負担を軽減する
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ために重要な利点である。⑩については，

NetCommonsが硬直化されたものでなく，ユーザ

の声に耳を傾け，常によりよいツールにバージョ

ンアップしていこうとする，開発者の強いサポー

ト体制があるということである。また，開発者が

国立情報学研究所という公的機関であり，研究目

的で開発されていることから，ユーザ側に金銭的

負担がまったくないことが非常に大きい。

以上が全般的な利点であるが，本校で

N e t C o m m o n sを導入するにあたっては，

NetCommons運営のためのサーバを，千葉県総合

教育センターに管理していただいた。これによっ

て，サーバのメンテナンスなどのハードウェア部

分の管理・保守をする業務を行わずにすんだこと

が一番大きい利点だったかもしれない。

一般のWebサイトにあたるのが，トップペー

ジである。NetCommonsを利用してWebサイトを

構築しようとすれば，まずここから作成していく

ことになる。

本校の場合，すでに通常のWebサイトが存在

していたので，最初はそこに掲載されているコン

テンツを利用することで対応した。

通常，Webページを作る場合は，専用のアプ

リケーションを利用するか，HTMLタグを打って

作成するのが一般的である。

NetCommonsでWebサイトをつくるには，ブロ

グを作成するときのように，「モジュール」を組

み合わせることで誰でも簡単にできてしまう。

（1）「お知らせ」モジュール

最も汎

用性の高

いモジュ

ールであ

り，一般

的に記事

を掲載す

る場合に

4．トップページの作成

利用している。どのモジュールにもいえることで

あるが，情報の書き込みはワープロ感覚で行うこ

とができ，特別な知識を必要としない点がよい。

（2）「掲示板」モジュール

学校Webサイトでの「掲示板」本来の利用は，

学校と生徒，保護者との情報交換が考えられる。

本校のWebサイトでは，「掲示板」の機能として，

書き込んだ情報が利用者にメールで提供される。

このことを利用して，Webサイトの更新情報な

どを発信している。これにより，Webサイトを

常時見て

いなくて

も，新し

い情報を

確認する

ことがで

きる。

（3）「日誌」モジュール

毎日の学校の様子を簡潔な記事と写真で情報発

信できるモジュールが「日誌」である。「掲示板」

と同様，書き込まれた情報はメールでも配信され

るしくみになっている。したがって，たとえば，

ユーザの携帯電話のメールアドレスを登録してお

くと，自宅にインターネットに接続したコンピュ

ータがなか

ったり，外

出したりし

ているとき

でも学校か

らの情報を

確認するこ

と が で き

る。

（4）「キャビネット」モジュール

学校から保護者宛の文書は，通常生徒を通じて

家庭に配布されることになっているが，その補完

として，Webサイトに配布文書をアップロード
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しておき，家庭から自由にダウンロードして利用

できるモジュールが「キャビネット」である。

トップページに置くこともできるが，文書の内

容によっては，生徒や保護者のみにアクセス権限

を設定したGroupRoomにアップロードするよう

にすれば，悪意のある第三者に文書が渡らないよ

うにすることもできる。

（5）「フォトアルバム」モジュール

文化祭や体育祭，部活動の様子など，学校生活

の中で特に生徒が活躍している場面を情報発信す

ることも，大切なことである。日々の様子は前述

の「日誌」で伝えることができるが，行事の際に

撮影した写

真をまとめ

てWebサイ

トにアップ

することが

できる。そ

のモジュー

ルが「フォ

ト ア ル バ

ム」である。スライド・ショーの機能もあり，文

字による情報発信だけでなく，画像による情報発

信も容易に行うことができる。

たとえば，その学校の「教職員」「第１学年の

保護者」「３年２組の生徒」など，それぞれに限

定して情報発信することができるしくみが

「GroupRoom」である。

本校では，生徒や保護者のみがアクセスできる

5．GroupRoomの作成

ような「GroupRoom」を作成し，運用している。

先ほども紹介した保護者への配布文書をアップロ

ードしたり，トップページでは個人が特定されな

いようにサイズダウンしている「フォトアルバム」

も，サイズの大きいものをアップロードしたりで

きるメリットがある。１年生のあるクラスでは，

ホームルームの担任が，「GroupRoom」を利用し

て，自分のクラスの生徒や保護者が参加できるよ

うな「クラスの部屋」を作成している。

NetCommonsを利用した，Webサイトの構築は，

まだ始まったばかりである。今後，学校の情報化

を推進し，情報発信をより活発なものにするため

にも，以下のような点について，今後取り組んで

いかなければならない。

①教職員向けの講習会を継続的に実施し，NetCo

mmonsの活用促進を図る。

②保護者向けの利用講習会を実施し，本校Web

サイトの利用促進を図る。

③「小テスト」モジュールや「アンケート」モジ

ュールなどを活用した授業支援や，家庭学習の

援助を図る。

NetCommons自体は，常に進化し続けるツール

であり，ユーザ側から不具合や要望を伝えると，

迅速に対応していただけるのがうれしい。

今後も，さらによりよい学校Webサイトの運

営に努めていきたい。
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NetCommonsでつくる学びを育む学校Webサイト

（国立情報学研究所）

6．おわりに
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